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中央制御室への蒸気浸入に係る調査結果について 
 

点検結果 ※１，２ 
貫通部 
区 分 

貫通部 
種 類 

箇所
数 シール 

健全箇所 

シール健全 
箇所（予防 
保全実施） 

シール 
不適切箇所 

ケーブル処理室より 
タービン建屋（壁貫通） Ａ 6 3 3 － 

ケーブル処理室より 
原子炉建屋（壁貫通） Ｂ 3 3 － － 

ケーブル処理室より下
層階（床貫通） Ｃ 

ケーブル 
トレイ 

6 4 1 1 

Ｄ ケーブル 29 29 － － 中央制御室から 
ケーブル処理室 
（床貫通） Ｅ 電線管 250 250 － － 
ケーブル処理室壁貫通
（東西南北） Ｆ 電線管 52 52 － － 

合計 346 341 4 1 
※１ シール健全箇所 ：シール施工箇所が健全である箇所 

シール健全箇所 ：シール性には問題はないが、硬化、変色、充填量が少ない等 
（予防保全実施） の所見がみられた箇所 
シール不適切箇所：シール性に問題のある箇所 

 ※２ 点検の結果、シール不適切箇所およびシール健全箇所（予防保全実施）について
は、シール手直しを実施 
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ケーブル処理室より下層階（床貫通）

（シール不適切箇所例） 
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